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緊急地震速報を活用した
早期地震警報システムについて

平成１８年３月

小田急電鉄株式会社
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当社路線概況
新宿

凡例

経堂

東京都東京都

神奈川県神奈川県

唐木田

向ヶ丘遊園
新百合ヶ丘

町田

長後

本厚木

藤沢

片瀬江ノ島

秦野

新松田

小田原

営業キロ １２０．５ｋｍ 駅数 ７０駅

輸送人員 一日１８４万人

相模大野
（運輸司令所）（運輸司令所）

地震計設置個所

運転規制区分駅

多摩線

江ノ島線

小田原線
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システム検討の背景

当社路線の１／３（約４０ｋｍ）が東海地震の防災 対
策強化地域内にあり発災前の対策を検討する必要が
あった

緊急地震速報を活用し、主要動到達前に列車運行を
制御することにより、被害リスクの軽減および防災対応
が可能となる

平成１４年度 速報活用の基礎調査

平成１５年度 試作システムの検証

平成１６年度 実用システムの構築

平成１７年度 システムの稼動試験
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早期地震警報システムの概要

緊急地震速報の地震諸元および過去の地震被害の経
験式に基づき、鉄道施設に対する被害予測を行い、被害
が想定される場合は、自動的に列車に 対し、緊急停止
を通報する

【緊急地震速報】

全国の観測点

位置・規模の推定

本配信段階 （現在試験配信）

配信基準

マグニチュード6以上、推定最大震度5弱以上

（震源位置・地震規模・地域の最大予想震度・到達時刻など）

【早期地震警報システム】

地震諸元情報

鉄道施設への被害予測

（被害の有無・沿線の最大予想震度・到着予想時刻）

列車緊急停止
被害が想定される場合

一斉自動通報
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被害予測の事例
地震諸元

平成17年7月23日
発生日時

16時34分56秒

震源 千葉県北西部 深さ73km

地震規模 マグニチュード6.0

早期地震警報システム

最大予想震度 5弱

第１報受信 16時35分11秒

沿線最短Ｓ波到着 16時35分27秒

当社地震計の
観測値

相模大野59gal（震度4）
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実用システムの画面表示

（通常時画面） （警報時画面）

警報発令と同時にパトライトが点滅し、警報ブザーが鳴る
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実用システムの設置状況

（設置場所 相模大野運輸司令所）

下写真 司令デスク上モニター

右写真 基本処理機器および監視PC
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列車制御方法および所要時間
列車無線により自動的に緊急停止を一斉通報

列車の停止操作は、運転士が手動で行う

運転再開は運輸司令所長が判断

システムの処理時間は２秒以内

列車無線による自動一斉通報
「緊急停止 緊急停止 地震発生
全列車 直ちに停止せよ！」

運輸司令所

地震発生 Ｐ波

多機能型
地震計

専用回線気象庁
情報配信会社

なお、緊急地震速報の配信に合わせシステムの使用開始を予
定している

以上
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